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１． 緒言 

近年，IH クッキングヒータ（以降，IH 調理器）

が普及している．IH 調理器は直火を使用せず調理

が可能であることから安全性が高い．しかし，IH

調理器の使用中に頭痛や吐き気などの症状が数多

く報告されている[1]．この原因として IH 調理器か

ら発生する電磁波が問題視されているが，IH 調理

器から発生する電磁波は掃除機や電気毛布などの

家電製品に比べて特別多いわけではない[2]．先行

研究では，IH 調理器で鍋を加熱する際に 90 dB 以

上の高い音圧レベルを有した高周波騒音が発生し

ていることが確認されている[3]．筆者が所属する

研究室では IH 調理器から発生する超音波が不快

感を覚える原因ではないかと仮説を立てた．そこ

で，使用者が不快感を受けにくい条件を探るため，

鍋を加熱する際に発生する立ち上がり音に着目し

た．また，先行実験では，20 から 30 秒程度の時間

をかけて立ち上げると知覚しにくくなるという結

果を得た[4]． 

本稿では，音の立ち上がり速度，および立ち上げ

方を変えた場合に使用者の音の知覚がどのように

変化するか調査した結果を報告する． 

２．実験方法 

図 1 に測定環境の模式図を示す．本実験では，

IH 調理器の代用としてスピーカを使用した．図 1

のように無響音室内の台にスピーカ，音圧レベル

測定用のマイク，およびスイッチをセットした．ス

イッチが押されている間は無響室外の LEDが光る

ようになっている．被験者は 4 人とし，年齢を 16

から 20 歳に限定した．実験では，スピーカから 20 

kHz の音を発する．この音は t =15 秒，20 秒，25

秒，30 秒，35 秒，40 秒をかけて立ち上がり，最大

で 105 dB（無響室内の音を FFT 解析して 20 kHz の

スペクトル値を確認）になるように設定し，その後

10 秒間最大音量のまま音を発した．また，一次関

数的に立ち上げた場合（以降“方法 A”）と指数関

数的に立ち上げた場合（以降“方法 B”）の 2 通り

を測定する．実験手順は，以下の①～②である．  

① 被験者には音を感じたらスイッチを押す    

ように伝える．また，IH 調理器使用時を想定

しているため，料理の代わる作業として豆運

びを行ってもらう. 

② 30 秒以上の間隔をあけて各立ち上がり音を 3     

回ずつランダムに流し，LED が光ったタイミ

ングの音圧レベルを測定する． 

図 1 測定の模式図 
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３．実験結果  

図 2 は知覚した音圧値の平均を示したグラフで

ある．方法 B は方法 A と比較して全体的に知覚し

やすくなっているという結果を得た．方法 A の場

合は 25秒程度時間をかけて立ち上げると知覚しに

くくなり，30 秒以上時間をかけると知覚しやすく

なる結果となった．また，方法 B の場合は 40 秒時

間をかけて立ち上げると知覚しにくく 45秒以上時

間をかけて立ち上げると知覚しやすくなるという

結果を得た． 

図 2 被験者が知覚した際の平均音圧レベル 

４．考察 

 方法 A と方法 B を比較して，方法 B で知覚する

までの秒数が増加したのは立ち上がり速度の影響

だと考えられる．方法 B は音圧レベルが指数関数

的に増加するため波形の初めの変化が少なく後の

変化が大きいため人体が知覚するまでの時間が遅

れた可能性が大きい．また，長い時間をかけても最

終的には変化の大きさが極端になるため方法 A と

比べた時全体的に知覚しやすくなったと考えられ

る．このことから知覚には立ち上がり速度だけで

なく立ち上がり加速度も比較的大きな影響を及ぼ

すと予想できる．そのため音圧が小さく知覚しに

くいうちに大きな加速度で立ち上げ，音圧が大き

く知覚しやすくなったら加速度が小さくなるよう

に冪関数的に立ち上げると，一次関数的に立ち上

げた場合より短時間で目的の音圧まで上げること

ができるのではないだろうかと考えた．また，方法

A は先行実験の最大値 90 dB とは条件が異なるが

使用している音源は同じであるため一次関数的に

立ち上げた場合は音圧が大きくても 25秒ほど時間

をかけて立ち上げることで知覚しにくくすること

ができる可能性がある． 

５．結言 

本稿では音の立ち上がり速度，および立ち上げ

方を変えた場合に使用者の音の知覚がどのように

変化するか調査した結果を報告した．その結果，指

数関数的に立ち上げた場合は全体的に知覚しやす

くなるという結果が得られた．このことにより，高

周波騒音の知覚は立ち上がり速度だけでなく加速

度も影響している可能性が示唆された．また，先行

実験との比較により，音圧に多少の差があったと

しても 100 dB 前後なら 20 kHz の騒音は立ち上げ

に 25秒ほど時間をかけることで知覚しにくくなる

ことが確認できた． 

６．今後の展望 

現状，20 kHz の高周波騒音を知覚しにくく立ち

上げるためには 25 秒の時間がかかる．今後はこの

時間を短縮していきたいと考えている．そのため，

考察で述べたような冪関数的に立ち上げた場合の

実験をしていきたい．また，現状 20 kHz の場合で

しか実験を行っていないので，周波数が変わると

どのような変化があるのか実験をする予定である． 

この研究の最終目標は IH 使用時の騒音により

引き起こされる不快感の解消であるため，上記の

実験を行い最適化された立ち上げ方を実際の IH

調理器で再現し，同じ効果が得られるか検証を行

いたいと考えている． 
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